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研究要旨 

興行場における衛生的な環境確保を目的として、通知の見直しを視野に、興行場に求められる衛生

基準の提言に資する情報整備を行う。求められる成果は、１）建築物衛生法や建築基準法等の同時に

規制を受ける関係法規や海外の規制と比較整理した資料、２）興行場法に基づく各都道府県等の条例

及び興行場の衛生状況の調査結果、３）映画館における４Ｄ上映等の新たな装置に関するメンテナン

スの必要性について整理した資料、これらの調査結果を踏まえた興行場に求められる衛生基準への提

言に資する情報である。本研究班では、これらの成果達成に向けて、３つの部会により（①国内外の

衛生基準調査、②実態調査、③衛生管理手法の確立）調査をすすめ、興行場に求められる衛生基準へ

の提言に資する科学的根拠を示す。 

国内外の衛生基準調査では、令和 3 年度に引き続き、欧米各国や国際機関等における興行場を対象

とした衛生管理の既往規制やガイドライン、ならびに、興行場に係る新型コロナウイルス感染症対策

に関する各国の規制等の情報について集積し必要に応じて情報の更新を行った。実測調査では、全自

治体（都道府県、指定都市等、特別区）の興行場法施行条例、同施行細則、同規則について、全ての条

文の整理を行い、項ごとに基準値等を整理し実態を把握し課題を抽出するとともに、現場調査として、

興行場のうち大規模映画館であるシネマコンプレックスの観覧場（２Ｄ観覧場と４Ｄ観覧場）の実測

し、温熱環境を含む多面的な衛生管理に関する分析を行った。調査を行った施設の観覧場は、十分な運

転能力を有した設備機器を備え、一定水準以上で維持管理がされており、４Ｄと２Ｄの観覧場で大略

的には温湿度二酸化炭素濃度に大きな差はみられなかった。また、本調査の結果から、映画館でもシネ

マコンプレックスのような施設では、新型コロナ感染症の換気対策の対応として、二酸化炭素濃度

1,000ppm を目指せる状況にあることも確認された。４Ｄの演出による室内環境への影響の程度につ

いては、継続的な検討が必要である。衛生器具等の調査では、実態を把握するとともに課題を抽出し

た。衛生器具の数は、運用状況等踏まえ、適正化に資する情報を整理する必要がある。衛生管理手法の

確立では、４Ｄ等演出機器や空調設備の維持管理等について、行政指導に資する情報整備が必要であ

るとともに、様々な施設の実態把握が課題となっている。興行場の安心・安全につながる感染症対策の

知見整備として、今後を見据えた興行場における浮遊飛沫（エアロゾル）感染のリスク検討では、令和

3 年度に引き続き、施設の施設の用途毎の消毒・換気対策に関する情報を整理し、啓発資料を作成に資

する情報を集積している。 
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A．研究目的 

 興行場における衛生的な環境確保を目的として、

通知の見直しを視野に、興行場に求められる衛生

基準の提言に資する情報整備を行う。求められる

成果は、①建築物衛生法や建築基準法等の同時に

規制を受ける関係法規や海外の規制と比較整理し

た資料、②興行場法に基づく各都道府県等の条例

及び興行場の衛生状況の調査結果、③映画館にお

ける４Ｄ上映等の新たな装置に関する消毒やメン

テナンスの必要性について整理した資料、である。

これらの調査結果を踏まえ、興行場に求められる

衛生基準への提言に資する科学的根拠を示す。 

 本研究班の研究には衛生管理実施者の意見を反

映する体制が必要であるが、本班では、自治体の

環境衛生監視員、日本建築衛生管理教育センター、

日本ペストコントロール協会、全国ビルメンテナ

ンス協会との協働や、全国興行生活衛生同業組合

連合会及び建築物の衛生管理者との連携を行う。

３年間の研究期間で、現場に必要な情報を収集・

整備し、興行場における衛生的な環境確保のため

の指導助言に資する科学的根拠を示す。 

 

B．研究方法 

本研究班「興行場における衛生的な環境確保の

ための研究」は、求められる成果①～③に対応し

て、３つの研究部会から構成（①国内外の衛生基

準調査と分析、②実態調査（条例と指導状況の把

握および事例調査）、③衛生管理手法の確立）され
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る。これら一連の研究成果を通じて興行場に求め

られる衛生基準を策定するための科学的根拠を示

すとともに情報整備を行う。具体的な研究計画及

び方法を以下に示す。 

B1. 国内外の衛生基準の調査【R3-R4】 

 本部会では、我が国の興行場の衛生基準を策定

するための基礎情報とするために、建築物衛生法

や建築基準法等の同時に規制を受ける関係法規や

海外の規制について、文献調査や国内外の技術動

向の資料に基づき、知見を整理する。 

B1-1. 国内法規の整理と課題の提示 （開原/本

間/林） 

令和 3 年度は、本研究で対象とする興行場の衛

生措置に関する国内の関連法規を整理し、令和 4

年度は、関連団体と連携し現状の法を取り巻く課

題と構造を整理した。 

B1-2. 海外の規制と技術に関する調査 （島﨑/

伊庭/柳） 

令和 3 年度は、興行場の衛生措置について海外

の規制を整理し、令和 4 年度は、前年度に引き続

き、海外の新しい技術の衛生管理状況とその課題

を文献調査等により集積した。 

B2. 実態調査【R3-R5】 

本部会では、各都道府県の条例と事例調査も含

めた各都道府県等の衛生実態及び指導状況を整理

し、通知の衛生項目に関する課題の有無および現

通知との乖離している項目の抽出を行う。 

B2-1. 各都道府県の条例とその指導状況に関す

る調査と整理 （戸次/島﨑/開原） 

令和 3 年度は、各都道府県の条例を整理し、各

都道府県の指導状況を調査するためのヒアリング

を実施しているが、令和 4 年度は、前年度に整理

した各都道府県等の条例について、衛生項目別に

分析しその課題を整理した。 

B2-2. 事例調査（真菌・細菌： 柳、水質： 島

﨑、化学物質： 戸次、落下細菌・粉じん・換気： 

林、本間、 温熱・建築計画： 開原、伊庭、ねず

み昆虫： 谷川、 設備・装置： 山崎、維持管理： 

齋藤） 

令和 3 年度は、施設の規模や新旧および空調方

式の違いを踏まえて、3 年間で 15 件程度測定を行

う準備を進めた。映画館等の４Ｄ等を有する場合、

「水しぶき」「バブル」「霧」など水回りに関連する

装置メカニズムを踏まえた衛生管理を中心として、

水質調査等や維持管理状況について、施設にてヒ

アリング及び観察調査を行っているが、令和 4 年

度は、令和 3 年度に引き続き、映画館を対象に、

3 施設（全約 30 観覧場）について、２Ｄ観覧場と

４Ｄ観覧場の実測調査及びヒアリング調査を実施

するとともに、衛生器具等の調査を実施した。 

（１）調査対象 

測定対象は、都内近郊の 3 つのシネマコンプレ

ックスで、４Ｄ観覧場を１つと、２Ｄ観覧場約 10

を持つ施設である。観覧場の規模は、４Ｄでは客

席が 100 名以下、２Ｄでは 100 名以下から約 400

名の客席を有している。 

（２）調査 A（温湿度及び二酸化炭素濃度等 温熱

環境の調査） 

施設内観覧場において、通常の上映中に、温度

および相対湿度、二酸化炭素濃度（HOBO、

mx1102a を使用）を 1 分間隔で測定した。詳細

調査として、測定機器を座席の肘掛けに固定し、

1 つの観覧場内で、平面的に 5 点（スクリーンに

向かい右前、右後、左後、左前、中央）を測定し

た。４Ｄ観覧場では、映画のシーンに合わせ、客

席のシートが動くとともに、水しぶきや、香り等

の五感を刺激する特殊効果が連動する仕組みと

なっているため、機器の設置位置は、これら水し

ぶき等が直接機器にかからないように設置する

とともに、４Ｄの演出を記録した。調査は、3 つ

のシネマコンプレックスについて行い、1 つの施

設あたり、４Ｄ観覧場の場合は 1 つの観覧場を開

演から終演までの約 5 演目を連続して測定し、２

Ｄ観覧場の場合は規模の異なる 3 つの観覧場に

ついて各 1 演目ずつ測定した。3 つの施設とも、

調査は、2022 年 11 月に実施した。 

（３）調査 A（落下細菌・真菌） 

 SCD 培地（落下細菌）と DG18 培地（落下真 

菌）を用いて、上映開始から 1 時間の曝露を行っ

た。SCD と DG18 の培養条件はそれぞれ 32℃の
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2 日間と 25℃の 5 日間であった。 

（４）調査 A（付着細菌・真菌） 

 ４Ｄ映画館においては、上映 1～5 の最終上映 5

の後、２Ｄ映画館においては上映 1～3（全て異な

るスクリーン）の各上映の後に最前列（前）と最後

列（後）の椅子下部の床表面付着細菌と真菌を粘

着テープ（S 社）で採取した。 

（５）調査 A（粒径別浮遊微粒子濃度） 

 映画上映の時間帯に、6 段階の粒径別（0.3~ 

0.5μm、0.5~0.7μm、0.7~1.0μm、1.0~2.0μm、

2.0~5.0μm、5.0μm~）浮遊粒子濃度の測定できる

パーティクルカウンタ（A 社）を用いた 1 分間隔

の連続測定を行った。 

（６）調査 A（細菌叢） 

 ４Ｄ映画館においては最終の上映 5 の後、２Ｄ

映画館においては上映 1～3（全て異なるスクリー

ン）の各上映の後に最前列（前）と最後列（後）の

床表面付着細菌を拭き取りキット ST-25 で採集し

た。サンプリング箇所は通路を避けるために椅子

の下部とした。また、D 映画館と E 映画館の４Ｄ

映画上映後に前方と後方のミスト吹出口表面の付

着細菌を採取した。 

 DNA の抽出と精製については、柳らの既報１）を

参照されたい。DNA の増幅と次世代シークエンサ

ーによる処理を商用ラボに依頼した。 

（７）調査 B（2 週間の連続測定） 

施設内観覧場において、通常営業時の約 2 週間、

温度、相対湿度、二酸化炭素濃度（HOBO、

mx1102a を 1 台使用）のみ、1 分間隔で連続的

に測定を行った。機器の設置場所は、観覧場の排

気側とした。調査は、各施設の全ての観覧場を対

象とし、2022 年 11～12 月に実施した。 

（８）衛生器具の使用状況に関する調査 

各自治体の条例等における衛生管理の項目の

便器の数は、令和 4 年度分析の 157 自治体にお

いて、基準を有するのは 117 自治体であった。ま

た、そのうちの約 4 割が人数基準、約 6 割が面積

基準という状況にある。調査は、衛生器具の使用

状況について、都内近郊の 1 つのシネマコンプレ

ックスの混雑日と通常日を対象に、2022 年 11 月

～12 月に実施された。具体的には、当該施設の 3

箇所の便所（施設入口付近、券売機売店等のメイ

ンロビー、検札後のシアター内）とし、10 時半か

ら 14 時半までの計 4 時間のそれぞれの便所の利

用人数を男女別にカウントした。 

B3. 衛生管理手法の確立【R3-R5】 

本部会では、衛生管理手法の確立を目指し、自

治体の指導助言に資する４Ｄ上映等の装置と空気

調和設備の維持管理に関する知見を整備するとと

もに、施設の種類等を踏まえた安心・安全につな

がる感染症対策の知見を整備する。 

B3-1. 施設の種類を踏まえた消毒・換気対策 

（林/谷川/山崎） 

 令和 3 年度は、興行場の施設の種類等を踏まえ

て、COVID-19 の感染対策の知見を整理し、その

リスクを検討しているが、令和 4 年度は、令和 3

年度に引き続き、施設の消毒・換気対策に関する

情報を整理し、啓発資料を作成に資する情報を集

積した。 

B3-2. 映画館における４Ｄ上映等の新しい装置

についての維持管理手法の確立 （林/谷川/山崎） 

 令和 3 年度は、他部会との調整を図り次年度に

備えるにとどまっていたが、令和 4 年度は、興行

場の安心・安全につながる衛生対策の知見整備と

して、映画館の４Ｄ上映等の新しい装置の維持管

理のヒアリング調査を行い次年度の基礎とした。 

B3-3. 指導助言に資する空気調和設備の維持管

理のマニュアル作成 （本間/山崎/林） 

 令和 3 年度及び令和 4 年度は、他部会との調整

を図り、最終年度に備えた。令和 5 年度に、「建築

物環境衛生管理における空気調和設備等の適切な

運用管理手法の研究」班で進められている特定建

築物の個別空調方式の行政指導等マニュアル（令

和 4 年度終了、代表・林基哉）を活用し、空気調

和設備の維持管理マニュアルを作成する計画とな

っている。 

 

C．研究結果 
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C1．国内外の衛生基準の調査 

興行場法第 2 条、第 3 条関係基準条例準則の条

文ごとに、国内の関連法規（建築物衛生法、建築

基準法、消防法、バリアフリー新法（高齢者、障

害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律）等）

との関連条文整理を行った。一方、興行場に関す

る衛生基準の設置等の権限は、保健所設置し及び

特別区へ移譲されているため、各自治体の条例・

規則・細則等の衛生基準に関する項目について、

抽出し整理した。 

国内における映画館や劇場の室内空気環境や

衛生基準に資する実態調査報告は、情報が不足し

ており、半世紀前のものであることもわかってい

る。これらの既往研究からは、現在の映画館や劇

場の建築と空調・換気システムと異なるため、参

考できるものは殆どないといえる。一方、感染症

対策としては、COVID-19 流行期間中に多くのガ

イドラインが公表されており、初動から終息まで

の遷移とともに、感染症対策の視点から参考でき

るものが多い。 

欧州規格ならびに ISO の建物内の空気質と換

気に関わる規格では、使用者の占有率と建物由来

の汚染物質排出量に応じた設計換気量の決定方

法、室内空気質の測定・評価方法、および目標と

する室内空気質を達成するための設計方法が詳

細に記述されていること、WHO 本部は室内空気

質汚染と健康に係るファクトシートを 2022 年に

公開したが、興行場等の施設は特段の対象とはし

ていなかったこと、韓国の室内空気質に関する法

規制では映画館や展示場等の不特定多数が使用

する施設・電車等の公共交通機関・医療施設等が

対象に含まれていることについて、情報を整理し

た。 

米国を中心として、民間や NPO 等の評価認証

機関が健康・安全・環境配慮等に関する建築物の

評価や格付けを行っており、興行場を含む複合施

設において認証を取得している事例が確認され、

衛生管理を向上させる手段として、有効と考えら

れる。 

C2．実態調査 

（温度・湿度・二酸化炭素濃度） 

 興行場のうち大規模映画館であるシネマコンプ

レックスの観覧場において、２Ｄ観覧場と４Ｄ観

覧場を対象に、温熱環境を含む多面的な衛生管理

の調査結果から、温熱環境の分析を行った。調査

を行った施設の観覧場は、十分な運転能力を有し

た設備機器を備え、一定水準以上で維持管理がさ

れており、４Ｄと２Ｄの観覧場で大略的には温湿

度二酸化炭素濃度に大きな差はみられなかった。

４Ｄの演出による室内環境への影響の程度は、今

後の詳細な分析によるものと考えているが、本報

告と同様の施設では、その演出の効果や客数の変

動に対応できる設計がなされていることが推測さ

れる。また、新型コロナ感染症の換気対策として、

映画館でもシネマコンプレックスのような施設で

は、二酸化炭素濃度 1,000ppm を目指せる状況に

あることも確認された。今後、これらの結果に加

えて、４Ｄ等演出機器や空調設備の維持管理等に

ついて、行政指導に資する情報整備が必要である

とともに、様々な施設の実態把握が課題となって

いる。 

（真菌細菌） 

 浮遊粒子濃度について、これまで興行場におけ

る測定報告は殆どない。令和 4 年度は、４Ｄ映画

15 上演、２Ｄ映画 9 上映の計 24 の映画上映中に

おける落下細菌・真菌と粒径別浮遊微粒子濃度、

映画上映後の床面付着細菌・真菌と４Ｄ映画館の

ミスト吹出し口表面付着細菌叢の測定と解析の結

果より次のことが分かった。①全体的に２Ｄ上映

中より４Ｄ上映中の落下細菌の方が有意に多かっ

た（最大で 34cfu/(皿･h)）。一方、落下真菌は非常

に少なかった（最大で 4cfu/(皿･h)）②エフェクト

による粒径別浮遊粒子濃度の上昇が認められた。

③ミスト吹出口表面に湿潤環境を好む細菌属

Pseudomonas、Methylobacterium、Candidatus 

Protochlamydia、Neochlamydia が優位に検出さ

れた。今後、映画上映中における浮遊細菌と真菌

の測定できる方法について検討する必要がある。 

（衛生器具の使用状況） 

 特にシネマコンプレックス等、映画館において、

興行場法第 2 条、第 3 条関係基準条例準則 8（7）
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に係る便器の数の適正化を求む声もあるとともに、

自治体の条例によっては過剰になる場合もあるた

め、準則における便器の数量に資する実態調査を

実施した。調査を行った施設では、トイレの設置

場所により利用者に一定の傾向があり、その状況

を利用者が把握する等のそれぞれの施設の特徴に

合わせた運用ができれば、衛生器具の設置数に検

討の余地がある。今般、映画館の観覧席は多様化

しており、興行場法第 2 条、第 3 条関係基準条例

準則 8（7）に係る便器の数の示し方に資するエ

ビデンスが必要である。調査方法について、今後、

自動化も含めた検討が必要である。 

（浮遊微生物量の評価法に関する検討） 

落下菌法による興行場（映画館）の浮遊微生物

評価法について実際の映画館での実測および

1m3 当たりの個数濃度への換算方法について理

論的な検討を行った結果、落下菌法を利用するこ

とを前提とした場合、準則で定める 5 分間開放で

は、落下菌を補足することが困難であり、さらに

開放時間を延長することが必要であることがわ

かった。一方で、開放時間に比例した落下菌数に

ならず、この点に関しては既往研究をトレースす

る結果が示された。1m3あたりの個数濃度への換

算方法を検討した結果から、10m の天井高さを

条件とした場合、1CFU/m3 あたり 0.002445 

CFU/(5 分間/皿) という換算係数を算出すること

ができた。この換算係数を正しいと仮定した場合、

3 つの映画館の落下菌数を 1m3 当たりの個数濃

度に換算した結果、同様の空調設備を有している

他の用途の建築物の基準値と比較して、超過する

部分があることがわかった。さらに、その超過理

由のひとつとして、空中浮遊菌の影響ではなく、

エフェクトとして発生するミストもしくは雨等

の液滴が培地上に落下していることが示唆され

た。統計的有意差はないものの４Ｄ映画館は２Ｄ

映画館より補足される微生物量は多く、こうした

エフェクトについても検査方法も含めて議論す

ることが必要である。 

（実態調査を見据えた測定方法の検討－化学物質

の場合） 

多検体の疫学的な調査研究にも有効な電力を必

要としない拡散サンプラーによる測定法について、

実環境下での測定法としての応用に関する検討を

行っている。その結果、捕集対象のイソシアネー

ト 4 種（ICA、MIC、EIC、PIC）の検出について、

7 日間まで直線性のある時間依存的な濃度の増加

を確認することができ、1 週間の連続した捕集が

可能であることを確認した。また、空気中のイソ

シアネート濃度を算出するため、SCX-DBA サン

プラーによるアクティブ法と GDD サンプラーと

の比較により SR を求めたところ、各成分ごとに

次の結果が得られた（ICA: 296 ml/min、MIC: 78 

ml/min、EIC: 548 ml/min、PIC: 311 ml/min）。

今後の新たな物質測定の可能性として、イソシア

ネート化合物についても、実環境下での捕集条件

も考慮し、その実態を幅広く調べる基礎と位置づ

け、情報を整えた。 

C3. 衛生管理手法の確立 

C3.1 COVID-19 の影響を踏まえた興行場の換気

対策 

興行場の室内空気環境の特徴を踏まえて、浮遊

飛沫感染対策に関するエビデンスとして、2022

年度までの国内における COVID-19 に対する建

築環境対策と関連する知見を整理している。

COVID-19 パンデミックに際し、政府機関によっ

て換気の必要性が啓発されている。夏期の熱中症、

冬期の寒さ対策を踏まえた換気対策を示すなど、

WHO 等の国外の情報、国内のクラスター調査の

知見を踏まえ、日本独自の対策が発信されている。

また、感染抑制に必要な換気量、空気の流れに関

する定量的な知見が非常に少ないと共に、変異株

の流行の影響に関する定量的な推定も困難であ

る中、国立感染症研究所はエアロゾル感染に関す

る整理を行い、政府の新型コロナウイルス感染症

対策分科会は、エアロゾル感染対策として、空気

の流れを考慮した効率的な換気方法を示した。こ

れらの対応は、今後の新興再興感染症への対策に

影響し、パンデミック時の空調換気運転のあり方、

建築設備の設計と維持管理に関する課題を提起
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した。 

 

D．結論 

令和 4 年度の研究によって、以下の知見が得ら

れた。 

国内外の衛生基準の調査では、令和 3 年度まで

に、国内外の文献調査に基づいて、欧米各国や国

際機関等における興行場を対象とした衛生管理に

関する既往の規制やガイドライン、ならびに、興

行場に係る新型コロナウイルス感染症対策に関す

る各国の規制等を抽出し整理を行っているが、令

和 4 年度も継続して国内外の情報集積を行い、必

要に応じて情報を更新した。これらの情報は、我

が国の興行場の感染症対策等、今般の変化を踏ま

えた衛生管理のあり方に関する知見と位置付けら

れる。 

実態調査では、これまでの通知では十分に想定

されていない映画館の４Ｄ上映等、興行場におけ

る新たな興行内容・規模・時間を踏まえた衛生管

理の実態把握のため、各都道府県等の条例につい

て、衛生項目別に分析しその課題を抽出するとと

もに、現場調査として、興行場のうち映画館のシ

ネマコンプレックスの観覧場（２Ｄ観覧場と４Ｄ

観覧場）の実測（入場者数、４Ｄ等エフェクト記

録、温度・湿度・CO2 濃度・空気清浄度の連続測

定および真菌・細菌）と維持管理に関するヒアリ

ングを行い、温熱環境を含む多面的な衛生管理に

関するエビデンスを集積した。調査を行った施設

の観覧場は、十分な運転能力を有した設備機器を

備え、一定水準以上で維持管理がされており、４

Ｄと２Ｄの観覧場で大略的には温湿度二酸化炭素

濃度に大きな差はみられなかった。衛生器具等の

調査では、実態を把握するとともに課題を抽出し

た。衛生器具の数は、運用状況等踏まえ、適正化に

資する情報を整理する必要がある。また、本調査

の結果から、映画館でもシネマコンプレックスの

ような施設では、新型コロナ感染症の換気対策の

対応として、二酸化炭素濃度 1,000ppm を目指せ

る状況にあることも確認された。４Ｄの演出によ

る室内環境への影響の程度については、継続的な

検討が必要である。空気中の準揮発性有機化合物

（SVOC）に関する現場測定の方法については、令

和 3 年度に引き続き検討を行うとともに、令和 4

年度は新たに労働衛生環境下での規制管理が行わ

れているイソシアネートについての簡易測定に向

けたパッシブサンプラーの開発と実空間での調査

に向けた検討を行った。興行場は多様な施設があ

り、調査件数、設備の情報や運転スケジュール等

の情報収集は課題であるものの、これまでに不足

していた興行場の興行中の室内の詳細な空気環境

性状に関するエビデンスが得られている。 

衛生管理手法の確立では、令和 3 年度までに、

安心安全な興行場の室内衛生環境の確保を目指し

て、先を見据えた浮遊飛沫（エアロゾル）感染のリ

スク検討の結果から、建築物、空調換気設備、維持

管理、空気清浄やマスクの感染対策等、多数の要

因の影響を受ける可能性を示している。令和 4 年

度は、興行場の室内空気環境の特徴を踏まえて、

浮遊飛沫感染対策に関するエビデンスとして、令

和 3 年度までにとられた国内における COVID-19 

に対する建築環境対策と関連する知見を整理して

いる。 

これら一連のエビデンスの集積により、興行場

の建築設備の設計と維持管理や運用の在り方に関

する課題の提起が可能となる。本研究には、これ

までの通知では十分に想定されていない実態を踏

まえた、興行場に求められる衛生基準への提言に

資する科学的根拠の構築が求められている。 
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7) 柳 宇，開原典子，本間義規，島崎大，戸次加

奈江，伊庭千恵美，浅井敦人，林基哉：映画館

における室内空気質実態に関する査研究 第 2

報 4D と 2D 映画館付着細菌叢の解析結果，

2023 年日本建築学会大会学術講演梗概集（in 

press）. 

8) 開原典子，柳 宇，本間義規，島崎大，戸次加

奈江，伊庭千恵美，浅井敦人，林基哉：映画館

における室内空気質実態に関する査研究 第 3
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報 観覧場内の温湿度及び二酸化炭素濃度の測

定，2023 年日本建築学会大会学術講演梗概集

（in press）. 

9) 戸次加奈江、内山茂久、稲葉洋平、牛山明．拡

散サンプラーを用いた空気中イソシアネート

の捕集及び分析．2022 年室内環境学会学術大

会；2022. 12.1-2；東京．同講演集 

10) 戸次加奈江、内山茂久、稲葉洋平、牛山明．簡

易測定法による空気中イソシアネートの濃度

調査．第 93 回日本衛生学会学術総会；2022. 

3.2-3；東京．同講演集 

11) 林基哉，菊田弘輝，長谷川麻子，柳宇，中野淳

太，鍵直樹，長谷川兼一，東賢一，本間義規，

小林健一，阪東美智子，金勲，開原典子．建築

物の空調換気設備と環境衛生の実態その

2COVID-19 事例における空調換気の調査．第

81 回日本公衆衛生学会総会；2022.10.7-9；甲

府（ハイブリッド形式）．日本公衆衛生雑誌．

2022;69(10 特別付録):441. 

12) 柳宇，林基哉，中野淳太，開原典子，菊田弘輝，

本間義規，長谷川兼一．建築物の空調換気設備

と環境衛生の実態その 1 中央方式と個別方式

における空気環境の比較．第 81 回日本公衆衛

生学会総会；2022.10.7-9；甲府（ハイブリッド

形式）．日本公衆衛生雑誌．2022;69(10 特別付

録):251. 

13) 開原典子，柳宇，本間義規，島﨑大，戸次加奈

恵，伊庭千恵美，菊田弘輝，林基哉．建築物の

空調換気設備と環境衛生の実態その 4 興行場

の衛生管理と室内環境．第 81 回日本公衆衛生

学会総会；2022.10.7-9；甲府（ハイブリッド形

式）．日本公衆衛生雑誌．2022;69(10 特別付

録):441. 

14) 本間義規，開原典子，柳宇，林基哉，菊田弘輝，

島﨑大，戸次加奈恵，伊庭千恵美．建築物の空

調換気設備と環境衛生の実態その 5 映画館内

における浮遊微粒子の空間挙動把握．第 81 回

日本公衆衛生学会総会；2022.10.7-9；甲府（ハ

イブリッド形式）．日本公衆衛生雑誌．

2022;69(10 特別付録):441. 

15) 伊庭千恵美，島﨑大，柳宇，開原典子，戸次加

奈恵，本間義規，林基哉．建築物の空調換気設

備と環境衛生の実態その 6 海外の規制等に関

する文献調査．第 81回日本公衆衛生学会総会；

2022.10.7-9；甲府（ハイブリッド形式）．日本

公衆衛生雑誌．2022;69(10 特別付録):442. 

 

F．知的財産権の出願・登録状況（予定含む） 

１．特許取得 

  なし 

 

２．実用新案登録 

  なし 

 

３．その他 

  なし 
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